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○八王子市住居表示に関する条例 

昭和４１年９月３０日 

条例第３０号 

（趣旨） 

第１条 この条例は、住居表示に関する法律（昭和３７年法律第１１９号）第４条及び第８

条第２項の規定により住居の表示に関して必要な事項を定めるものとする。 

（街区の区域） 

第２条 市長は、街区の区域を新たに画し、若しくはこれを廃止し、または街区の区域若し

くはその街区符号を変更するときは、その旨及び実施期日を告示するとともに関係人に通

知しなければならない。 

（住居番号） 

第３条 住居表示を必要とする建物その他の工作物として、市長が別に定めるものを新築し

た者は、直ちに市長にその旨を届け出なければならない。 

２ 前項に定める場合のほか、建物その他の工作物の所有者、管理者または占有者は、当該

建物その他の工作物に住居番号をつけ、または従来の住居番号を変更し、若しくは廃止す

るよう市長に申し出ることができる。 

３ 市長は、第１項の届出若しくは前項の申出があつたとき、関係人若しくは関係行政機関

の長から住居番号が実態に照応していない旨の通知があつたとき、または実態調査等によ

り住居番号をつけ、変更し、若しくは廃止する必要を知り得たときは、直ちに必要な措置

を講じなければならない。 

４ 市長は、住居番号をつけ、変更し、または廃止したときは、直ちに関係人に通知しなけ

ればならない。 

（住居番号の表示） 

第４条 建物その他の工作物の所有者、管理者または占有者は、市長が別に定める場合のほ

か、次の各号に定めるところにより、それぞれ住居番号を通行人から見やすい場所に表示

しておかなければならない。 

(１) 当該建物その他の工作物の主要な出入口が道路に接している場合は、当該出入口附

近 

(２) 当該建物その他の工作物の主要な出入口が道路から離れている場合は、当該建物そ

の他の工作物から道路への主要な通路が道路に接する附近 

２ 前項の表示の様式は、市長が別に定める場合を除き、別記様式によらなければならない。 
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（住居表示審議会） 

第５条 市長の諮問に応じ、住居表示に関する重要事項を調査審議するため、八王子市住居

表示審議会（以下「審議会」という。）をおく。 

２ 審議会の組織、所管事項、任期その他については、規則で定める。 

（委任） 

第６条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

２ 非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３１年八王子市条例第２

９号）の一部を次のように改正する。 

第２条第２項本文中「第３５号」を「第３６号」に改める。 

別表中第３５号を第３６号とし、第３２号から第３４号までを順次１号ずつ繰り下げ、

第３１号中「 

生活保護医療診療要否判定、老人ホーム 

」を「 

老人ホーム 

」に改め、同号を第３２号とし、第１６号から第３０号までを順次１号ずつ繰り下げ、第

１５号の次に次の１号を加える。 

16 住居表示審議会の委員 日額 1,000円 
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